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令
和
八
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
、
一
般
会

計
で
二
兆
三
千
億
二
千
七
百
万
円 

余
、
特
別

会
計
の
総
額
で
一
兆
百
七
十
九
億
一
千
百
万
円

余
、
企
業
会
計
の
総
額
で
四
百
七
十
六
億
九
千

八
百
万
円
余
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
会
計
は
前
年

度
当
初
予
算
比
五
．
一
％
増
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

歳
入
で
は
、
個
人
県
民
税
、
法
人
二
税
及
び
地

方
消
費
税
が
堅
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
税
等
で

六
百
四
億
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
国
の
物

価
高
騰
対
応 

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
増
に
よ
り
国
庫
支
出
金
が
百
四
十
二
億
円
の

増
と
な
って
お
り
ま
す
。 

 

県
債
は
、
県
有
施
設
の
整
備
費
の
増
等
に
よ
り
、

全
体
で
は
百
四
十
八
億
円
の
増
と
な
って
お
り
ま

す
。  

 

歳
出
で
は
、
物
価
高
対
策
と
し
て
公
立
小
学
校

な
ど
の
給
食
費
支
援
で
お
よ
そ
１
５
３
億
円
を
計

上
す
る
ほ
か
、
中
小
企
業
の
成
長
投
資
に
よ
る
賃

上
げ
応
援
の
た
め
賃
上
げ
額
に
応
じ
て
最
大
４
分

の
３
の
開
発
補
助
を
行
う
予
算
に
お
よ
そ
３
億
６

７
０
０
万
円
を
充
て
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
産
自
動
車
の
生
産
拠
点
の
苅
田
町
移

管
を
見
越
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭
化
の
た
め

お
よ
そ
５
億
５
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。 

 

県
政
が
抱
え
る
先
送
り
で
き
な
い
課
題
に
対
し
、

四
月
よ
り
本
庁
組
織
を
十
部
体
制
か
ら
五
十
七

年
ぶ
り
に
見
直
し
、
政
策
企
画
の
司
令
塔
と
な
る

「政
策
企
画
部
」の
設
置
を
は
じ
め
と
す
る
十
一
部

体
制
と
し
て
い
ま
す
。 

 

新
た
な
組
織
の
も
と
、
県 

議
会
も
さ
ら
に
豊
か
な
未
来

へ
「翔
」け
上
が
る
福
岡
県
を

実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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令和８年度当初予算（以下に主な施策予算を掲載します。） 









「福岡県神道政治議員連盟」の情報交換会 

  会場には県内各地から70名を超える神社関係者の皆様がお集まりにな

り、地域の伝統文化や信仰を守り続けておられる方々の熱意と責任感を改め

て感じる貴重な機会となりました。 

 冒頭、議員連盟会長の加地邦雄先生よりご挨拶があり、「古来、日本は自

然と共生し、和を尊び、人と人との繋がりを大切にする国柄を育んできた。

その精神は、まさに神社を中心とした地域の営みの中で守り伝えられてきた

ものである」とのお言葉をいただきました。 

 この言葉は、地域社会の中で神社が果たしてきた役割の大きさを改めて実

感させてくれるものであり、私自身、深く胸に響きました。 

 神社は単なる宗教施設ではありません。地域の歴史や文化、祭りや伝統行

事の中心であり、人々が集い、世代を超えて絆を深める「地域の心の拠り

所」とも言える存在です。 

しかし現代社会においては、少子高齢化や地域コミュニティの希薄化などに

より、こうした伝統文化を守り継いでいくことが年々難しくなっている現状

もあります。だからこそ、地域の神社や伝統行事を大切にし、日本人が長い

歴史の中で培ってきた価値観や精神文化を次の世代へと受け継いでいくこと

が、今の時代にこそ重要ではないかと感じています。 

私たちは日々の生活の中で忙しさに追われ、つい足元にある伝統や文化の大

切さを忘れがちになります。しかし、日本人としてのルーツにある歴史や文

化、そして祖先から受け継がれてきた精神こそが、変化の激しい時代を生き

る私たちにとっての「心の支え」になるのではないでしょうか。 

情報交換の場では、皇室のあり方や憲法改正、そして次世代を担う子どもた

ちへの教育の在り方など、日本の将来に関わるさまざまな課題についても意

見が交わされました。 

国の根幹に関わるこうしたテーマは、決して遠い世界の話ではなく、地域社

会の価値観や文化とも深く結びついている問題であると改めて感じました。 

地域の歴史や伝統を守り続けてこられた神社関係者の皆様の声には、長い年

月をかけて培われてきた知恵と経験が詰まっています。そうした声にしっか

りと耳を傾けながら、これからの日本社会がどのような方向へ進むべきなの

か、県政の場においても真摯に議論を重ねていかなければならないと強く感

じました。 

これからも地域の皆様との対話を大切にしながら、日本の伝統と文化を守

り、次の世代へとつないでいくための政策づくりにしっかりと取り組んでま

いります。 

 

【外国法人等による不動産の取得及び利用を制限するための法整備を求める

意見書】  

 

 令和7年12月定例会で、地方自治法第99条の規定に基づき、福岡県議会と

して国に対し意見書を提出しています。 

地方自治法第99条では、地方公共団体が公益に関する事項について、国会ま

たは関係行政庁に意見書を提出できると定められております。これは、住民

を代表する地方議会の意思を国に届ける重要な手段であり、地域の課題解決

に向けた大切な役割を担うものです。 

 今回提出した「外国法人等による不動産の取得及び利用を制限するための

法整備を求める意見書」については、県議会として問題意識を持ち、一般質

問や各委員会において継続的に取り上げています。 

遡ること平成30年6月議会においても、同様の趣旨の意見書を国へ提出して

おります。その背景には、北海道において外国資本による水源地を含む山林

の買収が進んでいたこと、さらには長崎県において海上自衛隊施設周辺の土

地が外国資本により取得される事案が発生していたことがあります。これら

は、地域の安全や国の安全保障の観点からも看過できない問題でありまし

た。 

 その後、地方からの声も受け、令和4年9月には「重要施設周辺及び国境離

島等における土地等の利用規制に関する法律」が全面施行されました。しか

しながら、この法律はあくまで「利用」に関する規制が中心であり、「取

得」そのものを直接制限するものではありません。また、住宅地や農地、マ

ンションなどは対象外となっているため、今後も外国法人等による不動産取

得が進む可能性があり、我が国の主権や安全保障に影響を及ぼす懸念が残さ

れています。 

 こうした状況を踏まえ、より実効性のある法整備を求める意見書を国に提

出するに至りました。 

 地域の安全と将来を守るため、引き続き現場の声を国へ届け、必要な制度

整備が進むよう全力で取り組んでまいります。 

福岡県日韓親善協会新春懇親会～福岡県日韓友好議連 

 ホテルニューオータニ博多において開催された、福岡県日韓親善協会主催

の「新春懇親会」に来賓として出席いたしました。会場には、日韓両国の交

流に携わる多くの関係者が集い、終始和やかな雰囲気の中で交流と親睦を深

める機会となりました。 

私自身、福岡県日韓友好議員連盟の副会長を拝命しており、日韓の地方交流

の推進に微力ながら携わっております。福岡県は地理的にも歴史的にも韓国

との関係が深く、古くから人や文化、経済の交流を通じて相互理解を築いて

きた地域です。 

特に福岡県議会では、韓国の慶尚南道議会と友好交流協定を締結しており、

議会同士の交流を通じて、地域課題の共有や政策分野での意見交換を行うな

ど、地方自治体レベルでの関係強化に取り組んでいます。このような交流

は、国家間の関係が様々な局面を迎える中にあっても、相互理解を支える大

切な基盤となるものです。 

日韓両国の関係は、政治や外交だけでなく、地域と地域、人と人との信頼関

係によって支えられています。文化、教育、観光、経済など様々な分野で交

流を積み重ねることにより、相互理解はより深まり、未来志向の関係が築か

れていくものと確信しています。 

これからも福岡県日韓友好議員連盟の一員として、地域間交流の促進に努め

るとともに、日韓両国の人々が互いの文化や価値観を尊重しながら共生でき

る社会の実現に向け、努力してまいります。地方から広がる友好の輪が、両

国のより良い未来につながることを願っています。 



令和7年度筑豊地区私立幼稚園PTA連合会役員総会 

  筑豊地区私立幼稚園PTA連合会役員総会に出席 

― 現場の声から見える４つの政策課題 ― 

令和8年2月26日、「令和7年度 第2回 筑豊地区私立幼稚園PTA連合会役員総

会」が開催され、来賓として出席いたしました。 

日頃より子どもたちの健やかな成長のためにご尽力いただいているPTA役員

の皆様、園関係者の皆様に心から敬意と感謝を申し上げます。 

総会後には、県議会議員と園関係者・保護者の皆様との懇談・意見交換が行

われ、現場の率直な声を直接伺う貴重な機会となりました。 

幼児教育は人格形成の基礎を築く極めて重要な時期であり、家庭・園・地域

が連携して子どもたちの「生きる力」を育んでいくことが重要です。 

意見交換では、子育て世代が直面している課題が多く示されました。主な内

容を４つの政策テーマとして整理します。 

 

① 子育て世帯の経済的負担の軽減 

子育て世帯からは、日々の生活に直結する費用負担について多くの声が寄せ

られました。 

主な意見 

・園の給食費値上げに伴う補助の拡充 

・給食費無償化の検討 

・副食費補助の有無など自治体間の制度格差 

・インフルエンザワクチン費用（1回3,000～4,000円）の負担 

・入園時の支援金制度の拡充 

・3歳未満児の保育料無償化への期待 

また、ふるさと納税などを活用し、子育て施策の財源に充てている自治体の

事例なども紹介されました。 

少子化が進む中、子育て世帯の経済的負担を軽減することは、人口減少対策

としても重要な政策課題であると改めて感じました。 

 

② 保育・教育現場の人材確保 

保育・幼児教育の現場では、人材不足が深刻な課題となっています。 

主な意見 

・保育士・幼稚園教諭の確保が難しい 

・有資格者の離職が多い 

・処遇改善（給与改善）が十分でない 

・無償化政策が進むとさらに人材不足が進む懸念 

・外国人材の活用を検討する自治体もある 

また、発達支援の分野でも 

・発達支援やグレーゾーンの子どもへの支援強化 

・加配教員の不足 

・相談機関の予約が取りづらく、支援につながるまで時間がかかる 

などの課題が指摘されました。 

子どもたちを支える現場の人材確保は、教育政策の基盤そのものであり、処

遇改善や人材育成の充実が不可欠です。 

 

③ 子どもの医療・子育て支援体制の充実 

医療体制や子育て支援制度についても多くの意見が寄せられました。 

主な意見 

・飯塚市では病児保育施設が2か所のみで不足 

・子どもが病気になった際、仕事を休みにくい 

・自治体による支援制度の格差 

・小児科医不足への不安 

・オンライン診療の活用促進 

・園でのワクチン接種の可能性 

また、子育て家庭の中には孤立感を抱えている家庭もあるとの声もありまし

た。 

子どもが安心して医療を受けられる体制と、保護者が安心して働ける子育て

支援の整備は、地域社会全体で支えるべき重要な課題です。 

 

④ 子どもが安心して遊び学べる環境整備 

子どもの遊び場や地域環境についても、多くの要望が出されました。 

主な意見 

・インクルーシブな公園整備 

・公園に子ども用トイレがない 

・雨天や猛暑でも遊べる屋内施設の不足 

・乳幼児向け遊具のある室内施設 

・既存公園の遊具整備・充実 

・市営グラウンドの開放 

・通学路の街灯や歩道の整備 

・科学館や美術館など本物に触れる学びの環境 

子どもたちが安全に遊び、体験を通して学べる環境づくりは、地域の魅力向

上にもつながります。 

 

現場の声を県政へ 

今回の意見交換を通じて、制度の理念だけでなく、現場で子育てをしている

保護者の視点から政策を考えることの重要性を改めて実感しました。 

私自身、4人の子どもを育て、現在は孫を持つ祖父として、また県議会議員

として、 

・安心して子どもを産み育てられる環境づくり 

・教育環境の充実 

・私立幼稚園への支援拡充 

・保護者負担の軽減 

に引き続き全力で取り組んでまいります。 

今後も現場の声をしっかりと県政に届けてまいります。 
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福岡県議会での主な所属 

自民党福岡県議団                                                           

県民生活商工常任委員会 委員            

国際化・多文化共生社会調査特別委員会 副委員長   

福岡県消費生活審議会 委員                                                            

福岡県文化議員連盟 副会長                    

福岡県タイ友好議員連盟                                

福岡県森林・林業・林産業活性化促進議連            

福岡県日韓友好議員連盟 副会長 

福岡県日米友好議員連盟  

福岡県日中友好議員連盟 

福岡県国際交流推進議員連盟 

福岡県ベトナム友好議員連盟 

福岡県日台友好議員連盟 

福岡県防衛議員連盟                 

福岡県果樹振興議員連盟 

過疎地域活性化対策福岡県議員連盟               

産炭地域活性化対策福岡県議員連盟 

オイスカ国際活動促進福岡県議会議員連盟 

福岡県観光産業振興議員連盟             

福岡県地域公共交通事業振興議員連盟                   

福岡県スポーツ議員連盟                       

九州・沖縄未来創造会議 

九州の自立を考える会 

日本会議福岡支部                       

田川直方バイパス延伸推進期成会 顧問             

田川広域観光協会 理事                       

下関北九州道路整備促進福岡県議会議連        

福岡県日田彦山線沿線地域振興推進協議会 委員 

略歴 

昭和５３年 添田町立添田中学校卒業 

昭和５６年 福岡県立田川高等学校卒業卒業      

昭和６０年 日本大学商学部会計学科卒業           

昭和６０年 麻生セメント株式会社入社              

平成 ２年 株式会社麻生情報システム転籍（分社化）    

平成１２年 株式会社麻生情報システム 取締役        

平成１３年 株式会社麻生情報システム 代表取締役     

平成２３年 福岡県議選（田川郡区） 初当選          

平成２７年 福岡県議選（田川郡区） ２期目当選     

平成３１年 福岡県議選（田川郡区） ３期目当選   

令和 ５年 福岡県議選（田川郡区） ４期目当選 

自民党福岡県支部連合会会長 松本國寛先生 政経セミナー 

参議院自民党議員会長 松山政司先生 政経文化セミナー 

筑豊地区中小企業団体連合会新春講演会 

公益社団法人田川青年会議所新春式典 

第51回衆議院議員総選挙 


